
 

 

第１ 平成 29 年度地盤沈下調査結果について 

 

１ 精密水準測量による調査結果 

（１）調査方法 

ア 精密水準測量 

精密水準測量は、埼玉県平野部の地盤変動状況を把握するため、国土交通省国土地理院の

指導の下に、昭和 36 年から毎年実施している。 

調査対象地域における各水準点（水準基標）の標高を測量し、前年の標高と比較すること

により、地盤の変動を把握している。 

平成 29 年度の調査では、測量基準日（平成 30 年１月１日）における各水準点の標高を前

年の１月１日の標高と比較した。 

 

イ 調査期間 

この精密水準測量は、平成 29 年 10 月から平成 30 年１月までの間に実施し、現地測量時

の数値を測量基準日に補正している。 

 

ウ 調査地点 

平成 29 年度の調査は、県平野部 57 市町（平成 30 年１月１日時点）を調査対象地域とし、

水準点 594 点（国土交通省国土地理院の一等水準点及びさいたま市の一級水準点を含む。）、

路線総延長 1,137km（県 954km、国土地理院 61km、さいたま市 122km）について実施した。

地盤沈下調査地点一覧表を表１－１に示す。 

 

エ 調査面積 

精密水準測量の調査面積は 2,868.12km２であった。 

地盤変動面積の計測対象地域（以下、「面積計測地域」という。）は、前年度と同様に関東

平野北部地盤沈下防止等対策要綱（平成３年 11 月 29 日、地盤沈下防止等対策関係閣僚会議

決定）に定める保全地域とし、その面積は 1,824.93km２である。（表１－２） 

 

（２）調査結果の概要 

ア 地盤沈下面積 

調査を行った 594 点の水準点のうち、平成 28 年度の調査結果と比較可能な測量地点（有

効点）は 592 点であり、仮点の新設等により前年度と比較できない点（無効点）は２点であ

った。平成 29 年度に沈下した点は、393 点（有効点の 66％）であり、平 28 年度の 477 点（有

効点の 80％）に比べて減少した。 
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イ 地盤沈下量 

年間最大沈下量は、1.2cm（加須市新川通）で、建築物等への被害が生ずるおそれのある

目安である２cm 以上の沈下を観測した地域はなかった。（表１－３～－５） 

累積沈下量では、過去５年間の上位５地点を北東部地域、観測開始からの上位 10 地点を

東部、中央部及び北東部地域が占めている。（表１－６、－７） 

平成 29 年度の市町別平均変動量において、最も隆起したのは三郷市で 0.5cm、一方、最も

沈下したのは羽生市で 0.7cm であった。なお、調査対象地域 57 市町のうち 30 市町で平均変

動量が沈下を示した。（表１－８、－９） 

 

ウ 調査対象地域別の地盤沈下の概要 

精密水準測量による調査対象地域は、山間地である秩父地方を除いた丘陵から台地、低地

へと広がる平野部とし、更に６つの地域に分割し整理した。（図１－１） 

（ア）東部地域 

東部地域は中川低地と呼ばれる沖積低地である。（図１－２） 

特に東部地域の南部は軟弱地盤であり、かつ、標高が約 0.6

ｍ（八潮市）と低いため、地盤沈下による影響を受けやすい。 

昭和 47 年に埼玉県公害防止条例により地下水（工業用・建築

物用）の採取が規制されたことや、昭和 49 年４月から上水道と

して東部第一水道による河川表流水への転換が開始されたことにより、地下水への依存度

が低下し、全体的に地盤沈下は沈静化している。（図１－３、－４、－11） 

東部地域の年間最大沈下量は 1.0cm（春日部市谷原）であった。なお、前年度は 1.3cm

（越谷市千間台東）であった。（表１－８） 

過去５年間の最大累積沈下量は 3.4cm（越谷市千間台東）であった。（表１－６） 

市町別の平均変動量については９市町のうち６市町で沈下した。また、東部地域全体の

平均変動量は 0.1cm の沈下であった。（表１－８、－９） 

 



 

 

（イ）中央部地域 

中央部地域は大宮台地を中心とした地域で周囲を荒川低地、

中川低地に囲まれている。（図１－２） 

調査開始から昭和 40 年代にかけては、川口市を中心に蕨市や

戸田市で激しい沈下が観測された。この対策として、工業用水

法及び建築物用地下水の採取の規制に関する法律による規制、

工業用水及び上水道の河川表流水への転換を行った。これらの取組により、地下水の揚水

量が減り、地下水位が回復したことによって、地盤沈下は沈静化している。（図１－５、

－６、－11） 

中央部地域の年間最大沈下量は 0.7cm（白岡市篠津）であった。なお、前年度は 1.5cm

（白岡市篠津）であった。（表１－８） 

過去５年間の最大累積沈下量は 1.5cm（白岡市篠津）であった。 

市町別の平均変動量については 11 市町のうち 10 市町で沈下した。また、中央部地域全

体の平均変動量は 0.2cm の沈下であった。（表１－８、－９） 

 

（ウ）西部地域 

西部地域は武蔵野台地、野火止台地、荒川低地及びその他で

構成されている。（図１－２） 

所沢市では過去に年間最大沈下量 27.2cm を記録したものの、

昭和 49 年７月から県水が上水道用として供給されて以来、沈下

量は年々減少し、地盤沈下は沈静化している。（図１－７、－８、

－11） 

西部地域の年間最大沈下量は 0.5cm（富士見市東大久保）であった。なお、前年度は 0.3cm

（所沢市小手指町）であった。 

過去５年間の最大累積沈下量は 0.8cm（ふじみ野市福岡）であった。 

市町別の平均変動量については、17 市町のうち３市町で沈下した。また、西部地域全

体の平均変動量は 0.1cm の隆起であった。（表１－８、－９） 

 

（エ）北東部地域 

北東部地域は、加須低地及び中川低地と呼ばれる全国有数の

軟弱地盤地帯であるため、多少の地下水位の低下でも地盤沈下

への影響が現れやすい地域である。（図１－２） 

北東部地域では、昭和 48 年度に観測を開始して以来、毎年

10cm 以上の最大沈下量が記録され、昭和 53 年度以降埼玉県で

最も沈下する地域であったが、昭和 58 年度以降沈下量は減少した。ただし、平成６、８

及び 16 年度の渇水年には、年２cm 以上の沈下面積が拡大した。（図１－９、－10、－11） 

北東部地域の年間最大沈下量は 1.2cm（加須市新川通）であった。なお、前年度は 1.8cm

（加須市新川通）であった。（表１－８） 

過去５年間の最大累積沈下量は 6.2cm（加須市新川通）であった。（表１－６） 

市別の平均変動量については、６市すべて沈下した。また、北東部地域全体の平均変動



 

 

量は 0.5cm の沈下であった。（表１－８、－９） 

 

（オ）比企地域 

比企地域は吉見丘陵と荒川低地で構成されている。吉見丘陵地

区は、変成岩の岩盤が地表面に現れ、地盤沈下が発生しない地域

もあり、個々の水準点から地域全体の沈下状況を推定することが

困難な地域である。（図１－２） 

地盤沈下の沈静化が進んだ昭和 50 年代半ば以降、渇水があった

昭和 59 年及び平成６年、東北地方太平洋沖地震が発生した平成 23 年を除いて、年２cm

以上の沈下は発生していない。（図１－10、－11） 

比企地域の年間最大沈下量は 0.4cm（ときがわ町五明）であった。なお、前年度は 0.6cm

（東松山市松葉町）であった。（表１－８） 

過去５年間の最大累積沈下量は 1.0cm（川島町上伊草）であった。 

市町別の平均変動量については、８市町のうち２市町で沈下した。また、比企地域全体

の平均変動量は 0.0cm であった。（表１－８、－９） 

 

（カ）北部地域 

北部地域は、妻沼低地と一部荒川低地で構成されている。旧熊

谷市を中心とした荒川低地は、砂礫を主とする扇状地性の低地で

ある。（図１－２） 

北部地域の年間最大沈下量は 0.6cm（熊谷市八木田）であった。

なお、前年度は 0.8cm（美郷町駒衣）であった。（表１－８） 

過去５年間の最大累積沈下量は 1.6cm（本庄市東五十子）であった。 

市町別の平均変動量については、７市町のうち４市町で沈下した。また、北部地域全体

の平均変動量は 0.1cm の沈下であった。（表１－８、－９） 

 

エ 地盤変動の傾向 

全体としての地盤変動を見るため､調査地点（有効点 592 点）の年間地盤変動量を１mm 単

位で区分し､変動量別に地点数を整理した。（表１－10） 

平成 29 年の変動量の分布は、1.2cm の沈下から 0.6cm の隆起である。分布の幅は前年と同

程度であるが、隆起側に移行した。 

平成 29 年は有効点のうち 66％に当たる 393 地点が沈下し、前年の 477 地点（平成 28 年有

効点のうち 80％に当たる）と比較して沈下する範囲は狭まった。 



地域別

県 国 市町村等 計

東 部 地 域 81 39 0 120

中 央 部 地 域 55 52 50 157

西 部 地 域 67 23 7 97

北 東 部 地 域 88 20 10 118

比 企 地 域 25 2 2 29

北 部 地 域 48 20 5 73

合　　計 364 156 74 594

東部地域

県 国 市町村等 計

三 郷 市 4 6 10

八 潮 市 9 2 11

草 加 市 8 4  12

越 谷 市 21 12 33

春 日 部 市 17 7 24

吉 川 市 5 2  　 7

松 伏 町 5 4 9

杉 戸 町 9 2 11

宮 代 町 3 3

小    計 81 39 0 120

中央部地域

県 国 市町村等 計

川 口 市 18 3 21

蕨 市 3 2 5

戸 田 市 9 3 12

さ い た ま 市 24 50 74

蓮 田 市 10 1 11

上 尾 市 4 5 9

桶 川 市 1 3 4

北 本 市 2 4 6

鴻 巣 市 2 7 9 ※1)

白 岡 市 5 5

伊 奈 町 1 1

小    計 55 52 50 157

※1)旧川里町は北東部地域に記載

表１－１（１）地 盤 沈 下 調 査 地 点 一 覧 表

地  域  名
設 置 者 別 水 準 基 標 数

設 置 者 別 水 準 基 標 数

地  域  名
設 置 者 別 水 準 基 標 数

地  域  名



西部地域

県 国 市町村等 計

和 光 市 3 1 4

朝 霞 市 0 1 1

新 座 市 6 1 1 8

志 木 市 4 4

富 士 見 市 1 1 2

ふ じ み 野 市 3 1 3 7

所 沢 市 11 5 1 17

入 間 市 2 1 1 4

狭 山 市 6 3 　 9

飯 能 市 3 3

川 越 市 9 8 17

坂 戸 市 4 1 5

鶴 ヶ 島 市 1 1

日 高 市 4 1 5

三 芳 町 5 5

毛 呂 山 町 2 2

越 生 町 3 3

小    計 67 23 7 97

北東部地域

県 国 市町村等 計

久 喜 市 26 8 34

加 須 市 31 5 10 46

羽 生 市 11 3 14

行 田 市 10 1 11

幸 手 市 9 3 12

鴻 巣 市 1 1 ※2)

小    計 88 20 10 118

※2)旧川里町

表１－１（２）地 盤 沈 下 調 査 地 点 一 覧 表

地  域  名
設 置 者 別 水 準 基 標 数

地  域  名
設 置 者 別 水 準 基 標 数



比企地域

県 国 市町村等 計

東 松 山 市 1 1

川 島 町 3 3

吉 見 町 5 1 1 7

嵐 山 町 5 5

小 川 町 4 4

滑 川 町 2 1 3

鳩 山 町 3 3

と き が わ 町 3 3

小    計 25 2 2 29

北部地域

県 国 市町村等 計

熊 谷 市 16 6 1 23

深 谷 市 11 6 3 20

本 庄 市 6 4 10

寄 居 町 6 1 1 8

上 里 町 1 3 4

美 里 町 3 3

神 川 町 5 5

小    計 48 20 5 73

表１－１（３）地 盤 沈 下 調 査 地 点 一 覧 表

地  域  名
設 置 者 別 水 準 基 標 数

地  域  名
設 置 者 別 水 準 基 標 数



表１－２ （平成29年１月１日～平成30年１月１日）

 
区  分

沈下㎝以上㎝未満 沈下㎝以上㎝未満

東部地域   0 ～ -1 200.0 67.7% ( 285.4 96.5% )   0 ～ - 5 259.9 87.9% ( 295.7 100.0% )
295.7k㎡  -1 ～ -2 0.0 0.0% ( 4.1 1.4% ) - 5 ～ -10 ― #VALUE! ( ― #VALUE! )

〔 295.7k㎡ 〕 -2以上 ― #VALUE! ( ― #VALUE! ) -10 ～ -20 ― #VALUE! ( ― #VALUE! )
 隆  起 95.6 32.3% ( 6.3 2.1% ) 隆  起 35.8 12.1% ( ― #VALUE! )

中央部地域   0 ～ -1 399.6 78.2% ( 492.0 96.2% )   0 ～ - 5 428.3 83.8% ( 490.9 96.0% )
511.2k㎡  -1 ～ -2 ― #VALUE! ( 19.0 3.7% ) - 5 ～ -10 ― #VALUE! ( ― #VALUE! )

〔 511.2k㎡ 〕 -2以上 ― #VALUE! ( ― #VALUE! ) -10 ～ -20 ― #VALUE! ( ― #VALUE! )
 隆  起 111.6 21.8% ( 0.2 0.0% ) 隆  起 82.9 16.2% ( 20.3 4.0% )

西部地域   0 ～ -1 140.1 31.5% 60.0 13.5%   0 ～ - 5 99.3 22.3% ( 115.1 25.9% )
759.5k㎡"  -1 ～ -2 ― #VALUE! ― #VALUE! - 5 ～ -10 ― #VALUE! ( ― #VALUE! )

〔 444.5k㎡ 〕 -2以上 ― #VALUE! ( ― #VALUE! ) -10 ～ -20 ― #VALUE! ( ― #VALUE! )
 隆  起 304.5 68.5% ( 384.5 86.5% ) 隆  起 345.2 77.7% ( 329.4 74.1% )

北東部地域   0 ～ -1 370.8 94.5% ( 326.1 83.1% )   0 ～ - 5 390.7 99.6% ( 390.2 99.5% )
392.3k㎡  -1 ～ -2 1.3 0.3% ( 66.1 16.9% ) - 5 ～ -10 1.2 0.3% ( 1.2 0.3% )

〔 392.3k㎡ 〕 -2以上 ― #VALUE! ( ― #VALUE! )  -10 ～ -20 ― #VALUE! ( ― #VALUE! )
 隆  起 20.3 5.2% ( 0.1 0.0% ) 隆　起 0.5 0.1% ( 0.9 0.2% )

比企地域   0 ～ -1 55.6 69.3% ( 59.3 73.9% )   0 ～ - 5 40.6 50.6% ( 60.7 75.7% )
347.2k㎡  -1 ～ -2 ― #VALUE! ( ― #VALUE! ) - 5 ～ -10 ― #VALUE! ( ― #VALUE! )

〔 80.3k㎡ 〕 -2以上 ― #VALUE! ( ― #VALUE! )  -10 ～ -20 ― #VALUE! ( ― #VALUE! )
 隆  起 24.7 30.7% ( 21.0 26.2% ) 隆  起 39.6 49.4% ( 19.5 24.3% )

北部地域   0 ～ -1 82.0 81.3% ( 98.3 97.5% )   0 ～ - 5 93.4 92.6% ( 99.8 99.0% )
562.1k㎡  -1 ～ -2 ― #VALUE! ( ― #VALUE! ) - 5 ～ -10 ― #VALUE! ( ― #VALUE! )

〔 100.9k㎡ 〕 -2以上 ― #VALUE! ( ― #VALUE! )  -10 ～ -20 ― #VALUE! ( ― #VALUE! )
 隆  起 18.9 18.7% ( 2.6 2.6% ) 隆  起 7.4 7.4% ( 1.0 1.0% )

調査面積 沈下㎝以上㎝未満 沈下㎝以上㎝未満

2868.1k㎡   0 ～ -1 1248.0 68.4% 1321.1 72.4%   0 ～ - 5 1312.2 71.9% ( 1452.5 79.6% )
面積計測地域  -1 ～ -2 1.3 0.1% 89.2 4.9% - 5 ～ -10 1.2 0.1% ( 1.2 0.1% )

〔 1824.9k㎡ 〕 -2以上 ― #VALUE! ( ― #VALUE! )  -10 ～ -20 ― #VALUE! ( ― #VALUE! )
 隆  起 575.6 31.5% ( 414.7 22.7% ) 隆  起 511.5 28.0% ( 371.2 20.3% )

 （　　　）内は前年値

地域別沈下量別面積

１年間沈下別面積（k㎡） ５年間沈下別面積（k㎡）

( )

( )

地域名 
調査面積 
[面積計測地域」 



 

 

 

 

 

 

表１－３ 年間最大沈下量上位５地点 

（平成 29 年１月１日～平成 30 年１月１日） 単位：mm※ 

順 位 水準点番号 所在地（地域） 沈 下 量 

1 仮建 NO.24 加須市新川通（北東部） 11.6 

2 03-04 春日部市谷原（東部） 10.4 

3 56-31 久喜市中里（北東部） 10.4 

4 56-24 幸手市平野（北東部） 10.1 

5 建 NO.28 羽生市常木（北東部） 9.7 

 ※ 沈下量の単位は環境省の使用している単位に合わせている（以下、表－５まで同じ）。 

表１－４ 年間最大沈下量経年変化 単位：cm 

年次 昭和 36 年 37 年 38 年 39 年 40 年 41 年 42 年 43 年 44 年 45 年 

最大沈下量 18.7 23.6 20.8 18.8 18.5 15.6 16.5 16.0 13.8 20.9 

市町名 川口市 戸田市 草 加 市 朝霞市 

 

年次 46 年 47 年 48 年 49 年 50 年 51 年 52 年 53 年 54 年 

最大沈下量 19.4 23.8 25.2 27.2 14.7 14.1 9.8 12.5 9.6 

市町名 新座市 所沢市 鷲宮町※ 鷲宮町※・栗橋町※ 

 

年次 55 年 56 年 57 年 58 年 59 年 60 年 61 年 62 年 63 年 平成元年 

最大沈下量 7.9 6.7 5.3 5.2 6.0 5.6 4.7 4.8 5.4 4.6 

市町名 鷲宮町※ 栗橋町※ 鷲宮町※ 栗橋町※ 

 

年次 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ７年 ８年 ９年 10 年 11 年 

最大沈下量 4.4 4.2 4.7 3.2 4.8 4.4 4.0 3.4 2.4 3.3 

市町名 栗橋町※ 北川辺町※ 鷲宮町※ 越谷市 栗橋町※ 越谷市 鷲宮町※ 

 

年次 12 年 13 年 14 年 15 年 16 年 17 年 18 年 19 年 20 年 21 年 

最大沈下量 2.9 2.2 2.4 2.5 4.7 1.8 1.9 2.7 1.1 1.6 

市町名 鷲宮町※ 越谷市 北川辺町※ 所沢市 越谷市 栗橋町※ 大利根町※ 所沢市 

 

 

 

 

     

年次 22 年 23 年 24 年 25 年 26 年 27 年 28 年 29 年 

最大沈下量 2.4 12.5 2.3 2.3 1.2 1.0 1.8 1.2 

市町名 加須市 幸手市 加須市 川越市 加須市 加須市 

※ 旧市町名で記載 



 

 

 

 

 

 

表１－５ 年別沈下量別面積の推移 

        年次 

区分 

平成 25 年 平成 26 年 平成 27 年 平成 28 年 平成 29 年 

４cm 以上 10cm 未満 0.0km2 0.0km2 0.0km2 0.0km2 0.0km2 

２cm 以上４cm 未満 0.4km2 0.0km2 0.0km2 0.0km2 0.0km2 

計（Ａ） 0.4km2 0.0km2 0.0km2 0.0km2 0.0km2 

（Ａ）／県面積 

(3,797.75km2) 

0.01% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 

面積計測地域面積※（Ｂ） 1,825.6 km2 1,824.9 km2 1,824.9 km2 1,824.9 km2 1,824.9 km2 

（Ａ）／（Ｂ） 0.02% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 

    ※ 面積計測地域面積：地盤変動の面積の計測対象とした地域の面積。 

 

表１－６ 過去５年間累積沈下量上位５地点 単位：cm 

順位 水準点番号 所 在 地 （地 域） 沈下量 

1 仮建 NO.24 加須市 新川通  （北東部） 6.2 

2 56-24 幸手市 平 野  （北東部） 5.4 

3 62-01 加須市 本 郷  （北東部） 3.7 

4 2,025 久喜市  北   （北東部） 3.6 

5 49-13 加須市 北平野  （北東部） 3.6 

 

表１－７ 累積沈下量上位 10 地点 単位：cm 

順位 水準点番号 所 在 地 （地 域） 沈下量 観測開始年月日 

1 11,097 越谷市 弥栄町 （東 部） 184.6 36.2.1 

2 2,024 久喜市 栗橋東 （北東部） 156.0 49.1.1 

3 36 川口市 朝 日 （中央部） 150.7 36.2.1 

4 48-47 久喜市 東大輪 （北東部） 149.3 49.1.1 

5 11,118 川口市 西川口 （中央部） 146.6 39.2.1 

6 2,025 久喜市 栗橋北 （北東部） 141.3 50.1.1 

7 11,096 越谷市 越ヶ谷 （東 部） 138.4 36.2.1 

8 11,116 川口市  南  （中央部） 133.9 36.2.1 

9 2,302 八潮市 八 條 （東 部） 131.7 36.2.1 

10 480 さいたま市 浦和区北浦和（中央部） 131.0 39.2.1 

 



表１－８（１） 水準基標の市町別変動状況区分　　（平成29年１月１日～平成30年１月１日）

東部地域

市町名 総数 無効 有効 上昇 不動 沈下 -1mm～-19mm -20mm～-39mm -40mm～-59mm -60mm～-200mm 最大(mm)※2 平均(mm)

三郷市 10 0 10 10 0 0 0 0 0 0 3.9 4.9

八潮市 11 0 11 7 1 3 3 0 0 0 -1.4 1.2

草加市 12 0 12 9 0 3 3 0 0 0 -2.4 2.1

越谷市 33 0 33 6 1 26 26 0 0 0 -7.2 -2.2

春日部市 24 0 24 7 1 16 16 0 0 0 -10.4 -1.5

吉川市 7 0 7 2 0 5 5 0 0 0 -2.3 -0.6

松伏町 9 0 9 0 0 9 9 0 0 0 -7.0 -4.7

杉戸町 11 0 11 0 0 11 11 0 0 0 -5.0 -3.3

宮代町 3 0 3 0 0 3 3 0 0 0 -4.4 -4.2

合計 120 0 120 41 3 76 76 0 0 0 -10.4 -1.0

中央部地域

市町名 総数 無効 有効 上昇 不動 沈下 -1mm～-19mm -20mm～-39mm -40mm～-59mm -60mm～-200mm 最大(mm)※2 平均(mm)

川口市 21 1 20 5 1 14 14 0 0 0 -2.4 -0.6

蕨市 5 0 5 0 0 5 5 0 0 0 -1.3 -0.6

戸田市 12 0 12 1 0 11 11 0 0 0 -4.7 -1.7

さいたま市 74 1 73 19 0 54 54 0 0 0 -6.7 -2.0

蓮田市 11 0 11 3 0 8 8 0 0 0 -5.5 -1.5

上尾市 9 0 9 0 0 9 9 0 0 0 -3.5 -2.6

桶川市 4 0 4 0 0 4 4 0 0 0 -5.4 -4.0

北本市 6 0 6 0 0 6 6 0 0 0 -3.5 -2.1

  鴻巣市※1 9 0 9 4 0 5 5 0 0 0 -1.2 0.5

白岡市 5 0 5 0 0 5 5 0 0 0 -6.8 -4.8

伊奈町 1 0 1 0 0 1 1 0 0 0 -5.9 -5.9

合計 157 2 155 32 1 122 122 0 0 0 -6.8 -1.7

※1　旧川里町分は北東部地域に記載した。

※2　地盤が隆起した市町については、隆起の最大値を記載した。

有効水準点の内訳 　　 　　　有効水準点の沈下量の内訳 有効水準点の変動量

水準点数 有効水準点の内訳 　　 　　　有効水準点の沈下量の内訳 有効水準点の変動量

水準点数



表１－８（２） 水準基標の市町別変動状況区分　　（平成29年１月１日～平成30年１月１日）

西部地域

市町名 総数 無効 有効 上昇 不動 沈下 -1mm～-19mm -20mm～-39mm -40mm～-59mm -60mm～-200mm 最大(mm)※2 平均(mm)

和光市 4 0 4 4 0 0 0 0 0 0 0.2 1.3

朝霞市 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 3.0 3.0

新座市 8 0 8 3 1 4 4 0 0 0 -1.3 0.2

志木市 4 0 4 0 0 4 4 0 0 0 -2.3 -1.9

富士見市 2 0 2 0 0 2 2 0 0 0 -4.6 -4.1

ふじみ野市 7 0 7 5 0 2 2 0 0 0 -4.0 0.9

所沢市 17 0 17 11 1 5 5 0 0 0 -2.5 1.2

入間市 4 0 4 3 0 1 1 0 0 0 -0.1 1.5

狭山市 9 0 9 9 0 0 0 0 0 0 0.5 1.8

飯能市 3 0 3 3 0 0 0 0 0 0 1.2 1.3

川越市 17 0 17 16 0 1 1 0 0 0 -1.0 3.5

坂戸市 5 0 5 1 0 4 4 0 0 0 -1.5 -0.8

鶴ヶ島市 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0.5 0.5

日高市 5 0 5 4 0 1 1 0 0 0 -0.4 1.2

三芳町 5 0 5 4 0 1 1 0 0 0 -1.1 1.0

毛呂山町 2 0 2 2 0 0 0 0 0 0 2.2 2.2

越生町 3 0 3 3 0 0 0 0 0 0 2.7 3.2

合計 97 0 97 70 2 25 25 0 0 0 -4.6 1.3

北東部地域

市町名 総数 無効 有効 上昇 不動 沈下 -1mm～-19mm -20mm～-39mm -40mm～-59mm -60mm～-200mm 最大(mm)※2 平均(mm)

久喜市 34 0 34 0 0 34 34 0 0 0 -10.4 -5.1

加須市 46 0 46 2 1 43 43 0 0 0 -11.6 -4.7

羽生市 14 0 14 1 0 13 13 0 0 0 -9.7 -6.5

行田市 11 0 11 0 0 11 11 0 0 0 -7.1 -3.2

幸手市 12 0 12 0 0 12 12 0 0 0 -10.1 -6.2

鴻巣市（旧川里町） 1 0 1 0 0 1 1 0 0 0 -0.6 -0.6

合計 118 0 118 3 1 114 114 0 0 0 -11.6 -5.0

　　 　　　有効水準点の沈下量の内訳 有効水準点の変動量有効水準点の内訳

水準点数 有効水準点の内訳 　　 　　　有効水準点の沈下量の内訳 有効水準点の変動量

水準点数



表１－８（３） 水準基標の市町別変動状況区分　　（平成29年１月１日～平成30年１月１日）

比企地域

市町名 総数 無効 有効 上昇 不動 沈下 -1mm～-19mm -20mm～-39mm -40mm～-59mm -60mm～-200mm 最大(mm)※2 平均(mm)

東松山市 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 2.9 2.9

川島町 3 0 3 0 0 3 3 0 0 0 -3.2 -2.5

吉見町 7 0 7 3 0 4 4 0 0 0 -1.8 0.6

嵐山町 5 0 5 4 0 1 1 0 0 0 -1.6 0.1

小川町 4 0 4 0 0 4 4 0 0 0 -2.2 -1.7

滑川町 3 0 3 3 0 0 0 0 0 0 0.7 1.8

鳩山町 3 0 3 3 0 0 0 0 0 0 0.9 1.5

ときがわ町 3 0 3 2 0 1 1 0 0 0 -4.0 0.6

合計 29 0 29 16 0 13 13 0 0 0 -4.0 0.2

北部地域

市町名 総数 無効 有効 上昇 不動 沈下 -1mm～-19mm -20mm～-39mm -40mm～-59mm -60mm～-200mm 最大(mm)※2 平均(mm)

熊谷市 23 0 23 6 0 17 17 0 0 0 -6.2 -2.2

深谷市 20 0 20 7 0 13 13 0 0 0 -5.0 -1.0

本庄市 10 0 10 3 0 7 7 0 0 0 -3.1 -0.5

寄居町 8 0 8 6 1 1 1 0 0 0 -1.3 0.8

上里町 4 0 4 0 0 4 4 0 0 0 -5.3 -3.1

美里町 3 0 3 3 0 0 0 0 0 0 2.0 2.2

神川町 5 0 5 4 0 1 1 0 0 0 -2.7 0.3

合計 73 0 73 29 1 43 43 0 0 0 -6.2 -0.8

総括

総数 無効 有効 上昇 不動 沈下 -1mm～-19mm -20mm～-39mm -40mm～-59mm -60mm～-200mm 最大(mm)※2 平均(mm)

594 2 592 191 8 393 393 0 0 0 -11.6 -1.6

水準点数 有効水準点の内訳 　　 　　　有効水準点の沈下量の内訳 有効水準点の変動量

　　 　　　有効水準点の沈下量の内訳 有効水準点の変動量有効水準点の内訳水準点数

有効水準点の変動量水準点数 有効水準点の内訳 　　 　　　有効水準点の沈下量の内訳



表１－９ 市町別平均変動量　　（平成29年１月１日～平成30年１月１日）

久喜市 -5.1 本庄市 -0.5 嵐山町 0.1  

伊奈町 -5.9 吉川市 -0.6 新座市 0.2  

幸手市 -6.2 川口市 -0.6 神川町 0.3  

羽生市 -6.5 蕨市 -0.6 鴻巣市 0.4  

坂戸市 -0.8 鶴ヶ島市 0.5  

深谷市 -1.0 ときがわ町 0.6  

春日部市 -1.5 吉見町 0.6  

蓮田市 -1.5 寄居町 0.8  

小川町 -1.7 ふじみ野市 0.9  

戸田市 -1.7 三芳町 1.0  

志木市 -1.9 所沢市 1.2  

さいたま市 -2.0 日高市 1.2  

北本市 -2.1 八潮市 1.2  

熊谷市 -2.2 飯能市 1.3  

越谷市 -2.2 和光市 1.3  

川島町 -2.5 入間市 1.5  

上尾市 -2.6 鳩山町 1.5  

上里町 -3.1 狭山市 1.8  

行田市 -3.2 滑川町 1.8  

杉戸町 -3.3 草加市 2.1  

桶川市 -4.0 美里町 2.2  

富士見市 -4.1 毛呂山町 2.2  

宮代町 -4.2 東松山市 2.9  

松伏町 -4.7 朝霞市 3.0  

加須市 -4.7 越生町 3.2  

白岡市 -4.8 川越市 3.5  

三郷市 4.9  

市町数

0 (0) 4 (17) 26 (26) 27 (14) 0 (1) 0 (0)

※旧川里町を除く （　）は前年値

単位：mm

沈　　　　　　　下 不動及び隆起

－５mm以上－10㎜未満－10㎜以上 10mm以上５mm以上10㎜未満０mm以上５mm未満－５mm未満



表１－10　変動量別地点数分布状況

平成28年と平成29年の年間地盤変動量を１mm単位の地点数で集計し、地点数の分布状況、統計値を整理した。

平均 -1.6 最頻値 （モード） -1.7 尖度 -0.2 最小 -12
-30 0 0 標準誤差 0.1 標準偏差 3.2 歪度 -0.2 最大 6
-29 0 0 中央値 （メジアン） -1.4 分散 10.4 範囲 17.9
-28 0 0
-27 0 0
-26 0 0
-25 0 0 平均 -3.9 最頻値 （モード） -2.9 尖度 -0.3 最小 -18
-24 0 0 標準誤差 0.2 標準偏差 4.2 歪度 0.1 最大 7
-23 0 0 中央値 （メジアン） -4.1 分散 17.4 範囲 24.2
-22 0 0
-21 0 0
-20 0 0
-19 0 0
-18 0 1
-17 0 1
-16 0 0
-15 0 1
-14 0 1
-13 0 5
-12 1 6
-11 0 14
-10 4 20
-9 5 36
-8 15 40
-7 18 50
-6 31 47
-5 45 54
-4 44 64
-3 55 61
-2 73 27
-1 77 32
0 63 35
1 61 31
2 36 21
3 33 29
4 20 9
5 6 7
6 5 3
7 0 1
8 0 0
9 0 0

10 0 0
11 0 0
12 0 0
13 0 0
14 0 0
15 0 0
16 0 0
17 0 0
18 0 0
19 0 0
20 0 0

計 592 596

区間
mm

H29年
地点数

H28年
地点数

H28.1.1からH29.1.1の１年間の地盤変動量(mm)の統計値

H29.1.1からH30.1.1の１年間の地盤変動量(mm)の統計値
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                                                                        変動量※（mm）      

 
 ※ 変動量は１mm単位 （例）-18の地点数は -18.5mm以上-17.5mm未満の地点数を示す。 

H28年・H29年 年間変動量地点数分布状況 
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図１－３  地盤沈下経年変化図（越谷市） 
測量基準日（年．月） 
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図１－４  地盤沈下経年変化図（春日部市） 
測量基準日（年．月） 

45-17（南栄町） 

2,014（粕壁） 

※ 番号は水準点番号 
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図１－５  地盤沈下経年変化図（川口市） 
測量基準日（年．月） 

54（峯） 

４（宮町） 

11,118（西川口） 

36（朝日） ※ 番号は水準点番号 

-1,400

-1,200

-1,000

-800

-600

-400

-200

0
S39.2 42.2 45.2 48.1 51.1 54.1 57.1 60.1 63.1 H3.1 6.1 9.1 12.1 15.1 18.1 21.1 24.1 27.1 30.1

沈
下
量
（

mm
）
 

図１－６  地盤沈下経年変化図（さいたま市） 
測量基準日（年．月） 

480（北浦和） 

45-30（高砂） 

42-01（南浦和） 

※ 番号は水準点番号 
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図１－７  地盤沈下経年変化図（所沢市） 
測量基準日（年．月） 

47-15（旭町） 

47-13（松郷） 

※ 番号は水準点番号 
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45-26（新座市野火止） 

大井ＢＭ１（ふじみ野市亀久保） 

47-11（三芳町上富） 

※ 番号は水準点番号 

図１－８  地盤沈下経年変化図（ふじみ野市、新座市、三芳町）  
 測量基準日（年．月） 
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図１－９ 地盤沈下経年変化図（幸手市、久喜市） 
測量年月日（年．月） 

48-48（幸手市千塚） 

2,024（久喜市小右衛門） 

48-47 (久喜市東大輪） 

※ 番号は水準点番号 
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図１－10 地域別沈下量面積（年２cm以上）の経年変化図 

東部 中央部 西部 北東部 比企 北部 調査地域全体 

平成６年渇水 

 

 

 （○囲み：渇水年） 

平成23年３月 
東北地方太平洋沖地震 



図１－11　地盤沈下地域の経年変化図

（渇水年） 
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